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平
成
29
年
の
年
頭
に
当
た
り
、謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
6

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、い
ま
だ
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
多
く
の
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。今
後
も
、住
ま
い
の
再
建

を
は
じ
め
復
興
事
業
の
さ
ら
な
る
加

速
化
に
向
け
て
進
取
果
敢
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
は
、3
月
の
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

「
石
巻
あ
ゆ
み
野
駅
」の
開
業
を
は
じ

め
、9
月
に
は
石
巻
駅
前
に
新
市
立

病
院
が
開
業
、渡
波
地
区
で
石
巻
東

消
防
署
が
運
用
を
開
始
し
、12
月
に

は
石
巻
赤
十
字
病
院
敷
地
内
に
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る
等
、市

民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
医
療・福
祉・防
災
の
基
盤

が
形
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。  

　

ま
た
、防
災
集
団
移
転
事
業
に
よ

る
宅
地
供
給
や
復
興
公
営
住
宅
へ
の

入
居
が
本
格
化
す
る
中
、昨
年
6
月

に「
石
巻
市
被
災
者
自
立
再
建
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
、移
転
先
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、

石巻市長 亀山 紘

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

孤
立
防
止
と
い
っ
た
復
興
の
進
展
に

伴
う
課
題
の
解
決
や
仮
設
住
宅
の
解

消
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、全
て
の
地
区
で
防
災
集

団
移
転
事
業
に
よ
る
宅
地
供
給
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
り
、待
機
児
童
の

解
消
や
子
ど
も
の
健
全
な
教
育
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、釜
、渡
波
、雄
勝

保
育
所
や
渡
波
中
学
校
、雄
勝
小・中

学
校
の
移
転
新
設
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街

地
を
再
生
さ
せ
る
た
め「（
仮
称
）生

鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
は
じ
め
と
し
た

「
か
わ
ま
ち
交
流
拠
点
」の
整
備
、各

地
区
に
お
い
て
も
総
合
支
所
を
拠
点

と
し
た
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
進
め
、地
域
全

体
で
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
は
、復
興
期
間
の「
再

生
期
」の
締
め
く
く
り
の
年
に
当
た

り「
発
展
期
」に
つ
な
ぐ
大
事
な
年

と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、「
発
展
期
」の

最
終
年
度
の
平
成
32
年
度
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は「
復
興
五
輪
」と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。市
民
一
丸
と

な
っ
て
復
興
を
果
た
し
、生
ま
れ
変

わ
っ
た
石
巻
の
姿
を
全
世
界
に
示
せ

る
よ
う
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　年男・年女の皆さんに今
年の抱負や将来の夢を伺い
ました。

干支の特徴
　理解力、洞察力に優れ、
先を見抜く直感を持って
います。頭の回転が早く、
集中力、持続力もあるた
めチャンスを生かし成功
する人たちが多いです。
人間関係面では、親切で
面倒見がよく、社交的な
ので周囲から慕われてい
ます。今年も笑顔で羽ば
たく１年となるでしょう。

トリに関する
ことわざ

　
大
き
な
集
団
の
中
で
付
き
従
う
者
と
な
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
小
さ
い
集
団
で
あ
っ
て

も
、長
と
な
る
方
が
良
い
と
い

う
意
味
で
す
。

「
む
し
ろ
鶏け

い
こ
う口
と
な
る
も
牛ぎ

ゅ
う
ご後
と
な
る
な
か
れ
」

今年は

夫
婦
二
人
三
脚
で
健
や
か
に

　復興公営住宅へ移り１年が
過ぎ、穏やかに生活していま
す。近所には震災前からの隣人
たちが移り住んでおり、コミュニ
ティもそのまま維持されていま
す。
　夫婦２人暮らしです。船乗り
だった夫の体調のためにも、ま
た、もう一度地元の海で仕事を
するためにも、一緒にリハビリを
兼ねて散歩をしています。合間
には趣味のかご作りや畑仕事
も楽しみながら、ぜいたく言わ
ず二人三脚で健康に過ごして
いければと思います。

雄勝地区・昭和20年生まれ
神
かみやま

山　齊
せ い こ

子さん

　震災から５年がたち、待ちに
待った自宅が完成しました。広
い空間で快適な生活を送るこ
とが出来て、ようやく一段落と
いったところです。…と、いって
も世間はまだまだ復興に向かっ
て進んでいる最中です。私は、
医療事務という仕事を通して、
石巻の医療体制をサポートし、
復興の後押しが出来ればと
思っています。
　いずれは自宅を出るつもりで
いますが、それまではここで楽
しく健康に過ごしたいと思いま
す。そこで我が家に一言「これ
からよろしく！」

北上地区・平成5年生まれ
遠
えんどう

藤　優
ゆ う と

斗さん

仕
事
で
復
興
サ
ポ
ー
ト

　小学校の最上級生となった
昨年は、下級生の手本となるよ
うな生活を送るように心がけ
てきました。家ではお風呂の掃
除をしたり、妹や弟たちに勉強
を教えたりしながら毎日を過
ごしました。
　今年は中学生となり、環境も
変わりますが、得意な理数系の
科目だけではなく、苦手科目も
克服して成績上位を目指した
いです。また、部活動は野球部
に入り、ピッチャーになること
を目標に練習に励んでいきた
いです。

牡鹿地区・平成１7年生まれ
杉
すぎやま

山　隆
りゅうのすけ

之助さん

中
学
校
で
も
努
力
惜
し
ま
ず
に

健
康
で
農
作
業
を
続
け
た
い

　昨年は、健康第一で何事も
なく順調に過ごせました。今年
も同じように、長年続けてきた
農業に精を出していきたいで
す。機械いじりも好きで、農業
機械を整備する時間も楽しい
です。
　老人会で５年ほどグラウン
ドゴルフを楽しんでおり、今年
もゲームをしながら仲間たちと
交流を深めていきたいです。
　新年の具体的な目標はあり
ませんが、毎日何かしら忙しく
体を動かし、健康に暮らしてい
けることを願っています。

河北地区・昭和8年生まれ
高
たかはし

橋　匡
まさはる

春さん

　昨年は、山あり谷ありの１年
でした。北村で小規模住居型
の児童養育施設を運営してお
り、家族や多くの子どもたちと
喜びと悲しみを共有して日 を々
過ごしてきました。少年野球に
も関わっており、週末等も忙し
く過ごしてきました。
　今年はまず健康第一に一日
一日を大切にしていきたいで
す。一緒に暮らしている子ども
たちは進級や進学を迎え、飛
躍の年になると感じています。
その活躍を陰ながら支えてい
ければと思います。

河南地区・昭和44年生まれ
木
き む ら

村　孝
こうぜん

禅さん

子
ど
も
た
ち
の
飛
躍
の
年
に

家
族
み
ん
な
で
笑
い
な
が
ら

　昨年は、長女が高校に、次女
が中学にそれぞれ入学しまし
た。末っ子で２歳の長男が保育
園に通い始め、子どもたちの生
活環境が一度に変わりました。
成長を実感した、あっという間
の１年でした。
　姉弟の中で年齢の離れた長
男は家族や親戚に見守られて
元気に成長しています。２人の
姉たちも弟の面倒を積極的に
見てくれています。今年も家族
みんなが健康に過ごし、明るく
笑いの絶えない年となること
を期待しています。

桃生地区・昭和56年生まれ
髙
たかはし

橋　宏
ひ ろ み

美さん

　昨年は自宅の建て替えや娘
の結婚式等でバタバタした１
年でした。そのせいか体調を少
し崩し、20年以上勤める会社
で初めて長期休暇をもらう等、
疲れが見えた年でした。
　ちょっとしたことが大きな病
につながるかもしれない年齢
を迎え、今年はやはり健康が
第一です。元気に仕事を続けな
がら、自宅の敷地で野菜や花
等の土いじりを楽しみたいで
す。また、学生時代から続け震
災後に中断していた洋裁を再
開したいと考えています。

石巻地区・昭和32年生まれ
木
き む ら

村　百
ゆ り こ

合子さん

落
ち
着
い
た
１
年
願
う

　空手を習っています。昨年は
全国大会の組手の部で優勝す
ることができました。３年生の
ときには、４年に１度の世界大
会で３位になり、これまでさま
ざまな経験をすることができ
ました。
　今年は最上級生として勉強
も、空手も頑張り、「文武両道」
で後輩たちの手本となりたい
です。また、今年は世界大会が
開かれるので、師範や先輩方
の指導を受けながら稽古に励
み、再び世界の舞台に立ってみ
たいです。

石巻地区・平成17年生まれ
高
たかはし

橋　さくらさん

文
武
両
道
を
極
め
た
い

市報 いしのまき 2


